
※担当課・外部有識者の評価　■予算規模を拡充のうえ継続　■現状のまま継続　■手法改善のうえ継続　■予算規模を縮小のうえ継続　■終了または廃止

７年度の
実績値

指標 指標値 実績値 評価 評価の理由(事業の成果・課題等)

　　事業検証資料（令和７年度実施事業分）

NO. 交付対象事業の名称 事業内容（個別事業） 事業実績及び事業費
担当課の評価等

担当課の今後の方針 外部有識者の評価・意見
７年度終了後における

重要業績評価指標（KPI）

1

多様な越境機会の創出に
よる地域課題解決型人財
育成事業

※第２世代交付金（地方
創生推進交付金）を活用

【学力向上等支援事業】
　生徒が進路目標を達成できるよう、一斉授業
及び個別指導を行う公営塾「成銘館」を運営す
るもの。

【事業実績】
①公営塾運営
　ア．昼夜利用できる学習センター：自学自習、専任講
師からの個別指導、など様々なスタイルでの学習が可
能。

　イ．個別指導及び一斉授業：生徒自らが計画を立て、
進路目標を達成するため数学と英語の講座を開講。

　ウ．えびの市内の中学生を対象とした講座を開催（英
語検定講座・高校入試対策講座）

②学力向上支援
　・英語検定、漢字検定、小論文模試

③生徒研修費補助
　・国内研修・国外研修

【事業費】
●総事業費　６，０９０，１６５円
　（うち、１，６４７，０００円は地方創生推進交付金を活
用）
［内訳］
①公営塾運営費
　　・公営塾講師給与　　   　４，１５８，５１０円
　　・社会保険等負担金           ５７０，１６２円
　　・消耗品費                          ３９，９３０円
　　・その他経費                       ３６，７８３円

②学力向上支援
　　・漢検補助費　　　　　　　　　   ５３，０００円
　　・英検補助費　　　　　　　　　 １７３，０６０円
　　・小論文補助費　　　　　　 　 ２８８，０５０円

③生徒研修費補助　　　　　　  ７７０，６７０円

飯野高等学校
全国枠生徒数

４０人（R１１） 【評価】
現状のまま継続

２０人
［内訳］
男子：１０人
女子：１０人

現状のまま
継続

　
●講師が、飯野高校と連携
をとりながら、全体指導やき
め細やかな個別指導、自学
自習などを通して自立した学
習の支援を行い、生徒の進
路実現に努めている。
　また、全国や海外の留学生
と関わることで、様々な価値
観などの刺激を受けて、社会
で活躍できる人材の育成を
図るため、新たに生徒の研
修費補助を行い、更なる魅
力向上に努めた。
　一方で、市内中学生に向け
て高校入試対策（市内中学３
年生１９人参加）や英検対策
（市内中学生１５人参加）を
実施するなど、地域全体へ
の学力向上に寄与した。
　このことから、今後のより効
果的な取組を期待し、現状
のまま継続する。

　
●生徒の進路目標を達成で
きるように、公営塾の在り方
について検証を行いながら、
今後も公営塾を運営してい
く。
　市の活性化に必要不可欠
な存在である飯野高等学校
について、市の教育に関わ
る様々な場面や機会に活用
を図り、地域 に根差した高
等学校として魅力向上に繋
がるように支援を行っていく。
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７年度の
実績値

指標 指標値 実績値 評価 評価の理由(事業の成果・課題等)

７年度終了後における
重要業績評価指標（KPI）

担当課の評価等
担当課の今後の方針 外部有識者の評価・意見

2

多様な越境機会の創出に
よる地域課題解決型人財
育成事業

※第２世代交付金（地方
創生推進交付金）を活用

【小規模市町村ネットワーク推進事業】
　全国４７の小規模市町村が広域に連携するこ
とで、生徒たちに地域や学校の枠を越えた多様
な学びの機会を提供する。
　地域の課題に向き合いながら実践的に学ぶこ
とで、社会で活躍できる人材を育成するととも
に、地域に新たな人の流れを生み出す。
　また、さまざまな地域と関わることで、生徒たち
は多角的な視野を持ち、地域課題を分析・解決
する力を養う。その過程で地域に愛着を持ち、
卒業後も関わり続ける「関係人口」として、各地
域の持続可能な発展に貢献していく。

【寮を運営する団体への補助金】
　令和７年度は、６人が新たな全国枠生徒として
入学したのに加え、高校２年生の１年間だけ県
外の高校から飯野高校へ留学して学ぶ、いわゆ
る「高２留学」の生徒が１人留学し、全国枠の生
徒は令和７年度末で合計２０人となった。
　このように、全国枠の生徒が増加しているた
め、生徒寮の安定した運営と保護者の負担軽減
を目的に、生徒寮を管理する団体に対し補助金
を交付し、入寮している生徒が安全・安心に生
活できるよう事業を実施した。
　また、令和４年度から女子寮として国際交流セ
ンターの２階部分を活用し、令和５年度からは京
町の定住促進住宅を男子寮として活用してい
る。

【事業実績】
●小規模市町村ネットワーク推進事業
　一般財団法人地域・教育魅力化プラットフォームが実
施する「多様な越境機会創出に向けた市町村ネット
ワーク」へ参画し、飯野高等学校を全国に広くPRし、全
国からの生徒募集を行いながら、在校生も様々な取組
みを行った。
①デジタル活用による地域・学校の壁を越えた課題解
決型人材の育成
　・ファッションをテーマに、地域活性化に取り組む探究
プロジェクト（ＺＯＺＯの先輩社会人に相談できるオンラ
インプログラム）に、生活文化科の２人が参加した。

②新たな人の流れづくりを通じた多層的な関係人口の
創出
　・北海道の大空高校と共に、海外在住中学生向けに
「おためし地域留学（１週間）」を開催し、世界９カ国から
１５人が参加した。
　・山形県の遊佐町と共に、マダガスカルで日本語を学
ぶ中高生７人が２つの班に分かれ本市を訪問し、約３
日間にわたる交流活動を実施した。なお、訪問した学
生と現在もオンライン英語授業で交流を続けている。

【事業費】
●小規模市町村ネットワーク推進事業参画負担金
　総事業費：１，５９５，０００円
　（うち、７９７，０００円は地方創生推進交付金を活用）

【事業実績】
●寮を運営する団体への補助金
　生徒の安心・安全な寮生活を確保するため、寮を運
営する団体「飯野高等学校留学生受入推進協議会」に
補助金を交付した。
　事業内容は、寮監や寮母の設置にかかる人件費や
給食業務の人件費などを主に支援するもの。
　令和７年度は、２１人が入寮した。
［内訳］
　・男子寮：１０人（３年６人、２年３人、１年１人）
　　　　　　　　　　　　※うち、高２留学１人
　・女子寮：１１人（３年１人、２年６人、１年４人）

【事業費】
●総事業費：５０，４４３，０００円
　（うち、２，２７５，０００円は地方創生推進交付金を活
用）
［内訳］
①収入総額５０，４４３，０００円
　・生徒負担の食費：７，８６５，２００円
　・居室料：６，２９４，８００円
　・市補助金：３６，２８３，０００円
　　（収入・支出の差額３，４５４，４５５円は市に戻入）

②支出総額：４６，９８８，５４５円
　・給食業務委託料：２９，５１６，９６２円
　・寮監設置費：９，８０４，６６０円
　・寮母設置費：６３２，６００円
　・居室料：５，３９６，４００円
　・地域交流費：３４，５００円
　・光熱水費：７５６，４４１円
　・通信費：４１４，５９０円
　・消耗品費：７１，７４３円
　・自治会協力費：２５，２２０円
　・予備費：３３５，４２９円

飯野高等学校
全国枠生徒数

４０人（R１１） ２０人
［内訳］
男子：１０人
女子：１０人

現状のまま
継続

●小規模市町村ネットワーク
や地域みらい留学に参画す
ることで、都市部の学生への
幅広いPRが実現した。
　在校生についても、自身の
アイデアが企業の社員に評
価され、先輩社会人への質
疑応答を通じて実社会で求
められる視点や考え方を学
べる事ができた。
　また、海外の中学生から日
本の高校進学の関心が高ま
り、進学先に関わらず、大半
の生徒が再び本市へ訪れた
いとの希望があった。
　
●飯野高校の入学者は、令
和７年４月が６人と、高２留
学１人の合計７人の留学生
を確保することができた。
　令和８年４月の全国枠の入
学者が１５人と全校生徒に占
める留学生の割合も高くなっ
た。
　少子化により、飯野高校の
生徒数の確保が課題となっ
ているが、全国から生徒募
集を行うことで生徒数の確保
と地域活性化にも繋がってい
ると考える。
　また、「飯野高等学校留学
生受入推進協議会」主催に
よる新たな留学生の歓迎交
流会の実施や地域が開催す
るイベント等に生徒が参加す
ることにより地域との交流を
図ることができた。

●今後も引き続き、小規模
市町村ネットワーク推進事業
による飯野高校のPRを強化
しながら全国または海外から
の生徒募集を行い、生徒数
の確保を図っていく。
　また、令和４年度から女子
寮として国際交流センターの
２階部分、令和５年度からは
京町の定住促進住宅の一部
を男子寮として運営し、男女
ともに寮の体制が整い安定
している。
　引き続き、寮を運営する団
体に補助金を交付するととも
に、同校や関係機関と連携
し、安心・安全な寮生活を確
保していく。

【評価】
現状のまま継続

【意見】
生徒寮の運営補助金につい
ては、近年の物価高騰によ
り予算規模拡充も検討の余
地があるが、今後も社会情
勢をみながら対応していた
だきたい。

　　事業検証資料（令和7年度実施分）

NO. 交付対象事業の名称 事業内容（個別事業） 事業実績及び事業費


